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巻頭言

DEIの精神を今こそひろげるとき

　DEI　（ Diversity, Equality, and Inclusion） とは多様性、 公平性、 包摂性を表すもので、 多様

な人々とともに生きる社会の実現を目指すものです。

　立正大学もその一員である仏教系五大学学長会議という会合が例年開催されており、 本年度も学

長、 学生部長とともに私も学生担当副学長として出席しました。 テーマは DEI に関する取り組み事例

について各大学が報告し合うというものでしたが、 他大学の報告で障害学生支援を DEI の取り組み

の一環と位置づけた報告がありました。 意見交換において本学の障害学生支援の取り組みも紹介し

ながら、 障害学生支援の取り組みそのものが多様な学生を包摂し、 ともに学び育ち合う大学づくりの

一環であることを改めて確認する時間となりました。

　さて、 本学の障害学生支援は、 2014 年（ 平成 26 年） に開設された「 障がいのある学生サポー

トルーム」 の設置以来 10 年が経過しました。 2024 年（ 令和 6 年） 4 月には障害者差別解消法の

改正法が施行され、 民間事業者においても合理的配慮の提供が法的義務となりました。 大学に入学

してきた障害のある学生の修学上の困難にともに向き合い、 個々の学生に応じた修学支援のあり方を

試行錯誤しながら探ってきた 10 年であったように思います。

　現場で心掛けてきたことは、「 配慮」 や「 支援」 という語感に引きずられて、 学生をサービスの客体

として留め置き、大学や教職員が必要とするサービスだけ提供していれば良いとするような、安直な「 配

慮」 や「 支援」 をいかに克服するか、 ということでした。 学生自身が学生生活を送る中でさまざまな

ことにチャレンジしながら、 自身のできることとできないことを認識し、 これを言語化し他者に伝えると

いう経験を積むことが、 いずれ社会へと巣立ち、 他者との関係性を結びながら働き生きる学生たちに

は必要であると考えています。 一般のサービス業とは異なりあくまで教育機関が行う障害学生支援な

のですから、 学生たちに生きるために必要な力を獲得するよう促していくこともまた、 大学の責務であ

ると考えています。

　DEI はいま逆風に晒されています。 格差是正を目的とする優遇措置（ アファーマティブアクション）

がむしろ逆差別であるのではないか、 との一方的な主張が声高になされていますが、 違いを認め尊

重し合うことについて、 特定の者のみを優遇しそれ以外の者を差別するかのごとく決めつける主張は、

社会の中のあらゆる差別を放置し分断を煽るものであって、 与することはできません。

　本学は長期構想「 立正グランドデザイン」 において「 多様性を尊重し、 伝統と新たな知を融合する

ことで社会に革新をもたらすことのできる人材が集う学園」 を目指すことを宣言し、 DEI の精神を謳っ

ております。 障害学生支援においても、 障害のある学生の修学上の困難を受け止め、 必要な調整や

働きかけを行うといった地道な取り組みを重ねることを通じて、 障害のある学生とともに学び育ち合い、

社会に革新をもたらす人材を輩出できるよう、 引き続き力を尽くしてまいりたいと思います。

2025 年 3 月

障害学生支援室長 � 社会福祉学部教授

濵畑　芳和



2

１． 障害学生支援室およびスタッフ紹介　　（ １） 障害学生支援室について

（ １） 障害学生支援室について

　立正大学障害学生支援室は、 品川、 熊谷の両キャンパスに設置されている。

　品川キャンパスは 8 号館 1 階にあり、 受付カウンターからスタッフの様子が見えるつくりとなってい

る。 2 か所の面談スペースがあるが、 カウンターからは見えにくくなっているほか、 1 か所は個室のた

め、 一時休憩や教職員との打ち合わせなどに利用している。 受付カウンターを利用して、 支援機器の

見本を展示している。

１． 障害学生支援室およびスタッフ紹介

【 受付窓口】

【 面談スペース】 【 面談 � 個室】

【 品川キャンパス】

イヤーマフ、 Loop Experience、 デジタル耳栓 　リーディングルーラー、 カラーバールーペ、 ウェアラ

ブルメモ、 時っ感タイマー、 ブギーボード、 歩道くん

【 カウンター①】 【 カウンター②】
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１． 障害学生支援室およびスタッフ紹介　　（ １） 障害学生支援室について

　熊谷キャンパスは 1 号館　（ ゲートプラザ）1 階、保健室とカウンセリングルームに挟まれる場所にある。

学生の訴えや悩みによって関係部署と連携しやすい立地となっている。 スタッフの事務スペースを含む

共用スペースと 2 つの面談室からなる。 熊谷支援室の場合は、 扉の外から室内の様子が見えないた

め、 初回の入室のハードルを高く感じる学生もいる一方で、 授業の教室から離れており、 人の往来が

少なく、 比較的静かな環境であることから、 落ち着いて過ごすことができる場所ともなっている。 支援

室内に学生用のパソコンも設置しているほか、 点字プリンターや拡大読書器などの支援機器も設置し

ている。

　品川キャンパス障害学生支援室の開室は月曜日から木曜日、 熊谷キャンパス障害学生支援室の開

室は月曜日から金曜日であり、 時間はともに 10 時から 17 時となっている。

【 面談室】

静かに過ごしたい学生の利用や、 気分が悪いが保健室に行くほどではない学生が、 少し横になって

休んだりすることもある（ 左）。 点字の文書を出力したり、 根拠書類をスキャンしたりするほか、 オンラ

イン面談やオンライン会議で使用（ 右）。

【 熊谷キャンパス】

ゲートプラザ１F　　　　　　　　　　　　　　入口

【 支援室共有スペース】

学生からの修学相談、 ＰＣ2台(教育端末） の 

ほか、 教職員との打ち合わせなどに利用。
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（ ２） スタッフ紹介

１） 障害学生支援室組織

○障害学生支援室 � 室長

　濵畑芳和 ： 副学長　社会福祉学部教授

○非常勤コーディネーター

品川キャンパス

　髙木伸子 ： 特別支援教育士　中学校教諭一種　高等学校教諭一種免許（ 国語）

　君塚千恵 ： 公認心理師　臨床心理士　高等学校教諭一種免許（ 公民）

　遠藤裕史 ： 公認心理師　臨床心理士

　饒波圭祐 ： 公認心理師　臨床心理士

熊谷キャンパス

　森下陽美 ： 社会福祉士

　佐々木壮太 ： 公認心理師　臨床心理士

○事務スタッフ

　戸張　繁 ： 品川 � 熊谷キャンパス兼務

２） 新任コーディネーター

君塚千恵

　2023 年 3 月より、 品川キャンパスコーディネーターとして勤務しております。 これまでは、 医療機関、

埼玉県教育委員会、 東京都教育委員会で勤務してまいりました。

　立正大学品川キャンパスに初めて来校した際は、 どこか社寺を思わせる、 落ち着いた大学という印

象でした。

　仏教学部では、仏像制作や、仏教に関連した芸術作品を制作する学生もおり、「 本当に学びたいこと」

を追及している学生が多いように思います。

　広場を歩くと、 袈裟を着た僧侶の方が歩いていたりと、 都内の大学らしくない一面も立正大学の良

いところだと思っています。

１． 障害学生支援室およびスタッフ紹介　　（ ２） スタッフ紹介
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　コロナ禍を経て、 人と人とのつながりが希薄になった現代において、 相手の立場に立ってものごとを

考えられること、 相手に寄り添うことができる仏教の教えが求められていると思います。 そのような相

手に寄り添える支援をしていきたいと思っています。

遠藤裕史

　2023 年 6 月よりコーディネーターとして品川キャンパスに着任いたしました。 これまでは心理職と

して、 医療や福祉の現場での支援を経験してまいりました。 精神科デイケアやリワーク施設において、

入院していた方が再び地域で生活できるよう、 休職もしくは退職されてしまった方がお仕事に復帰で

きるよう、 精神疾患を持つ方のリハビリテーションや社会復帰の支援を行ってきました。 特に、 デイケ

アなどで提供するプログラムを通じて、 再発予防策を一緒に考えることに力を入れてきました。 そのた

め、 どちらかというと 1 対 1 でのカウンセリングよりも、 プログラムを通じて集団と関わる方が多かっ

たかもしれません。

　今回ご縁があり、 新たに修学に困難を感じる大学生の支援に携わる機会をいただきました。 支援を

求める学生の中には精神的な不調に限らず、 身体面で困難を抱える学生もいらっしゃると思います。

これまで精神的な不調と関わる機会が多かったため、 場合によっては精神面や身体面に関わらず、

学び直す、 もしくは 1 から学ばなければいけないことも多くあるのではないかと予想しております。 ま

た、 精神的な不調を抱える学生に対しても、 これまで支援を通じて接してきた方々とは年代も異なって

います。 年代の違いだけでなく、 大学生と社会人の違いがあれば、 価値観もまた異なるでしょう。 こ

うしたことを踏まえると、 私自身の経験が、 却って足枷になってしまう時もあるのではないかと危惧をし

ております。 今まで積み上げてきた経験を大切にしながらも、 自身の経験に慢心せず、 相談に訪れた

方々のお話を丁寧に聴くことを心掛けたいと思います。 一方で、 目の前の問題に主体的に関わること

で良い結果が生まれる場合もあるため、 必要に応じて学生の行動を後押しするような関わりもできれ

ばと考えております。

　最後になりますが、 学生時代は品川キャンパス周辺を訪れる機会が多くありました。 ただ、 私が学

生の頃と比較すると景色が大きく変わったところも見かけています。 久しぶりに最寄り駅や街の様子を

見て、「 随分綺麗になったな、 こんな店あったかな」 とか「 ここは昔と変わっていないな」 などと感じ

ることもありました。 以前と様変わりしたところ、 あまり変わっていないところを眺める、 そのようなこと

も楽しみにしながら、 障害学生支援室の業務に尽力したいと思います。 障害学生支援室を始め、 関

係部署におかれましてはご指導ご鞭撻のほど、 よろしくお願い申し上げます。

１． 障害学生支援室およびスタッフ紹介　　（ ２） スタッフ紹介
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２． 障害学生支援活動報告

（ １） 利用者状況

１） 障害学生支援室利用者状況

　2023 年度に障害学生支援室（ 以下、支援室）を利用した学生は、品川キャンパスで 92 名、熊谷キャ

ンパスでは 40 名、 合計 132 名であった。 これは 2022 年度の 108 名と比較して 24 名の増加で

あった。 特に、 品川キャンパスでは 2022 年度の６９名から 23 名増加し、 2020 年度からの増加傾

向は継続していた。 2022 年度から原則対面授業となり、 加えて 2023 年 5 月 8 日以降は新型コ

ロナウイルスが 5 類感染症に移行した。 そうした背景から、 オンライン授業であれば対処できていた

学生が通学と対面授業に困難を感じており、 品川キャンパスではこの傾向が顕著であったと考えられ

た。 熊谷キャンパスおいては、2022 年度から 1 名増加しているものの、大きな変化は見られなかった。

　両キャンパス共に対面授業への参加が困難との訴えが多く聞かれた。 これは学生自身だけでなく、

学生の家族からの相談 � 問い合わせも少なくなかった。 支援室では、 学生本人の申し出を受けてか

ら支援を開始しており、 その旨を学生と家族に説明してきた。 しかし、 理解を得るのに時間を要する

場合もあり、 いかに学生本人の意思を確認するかという点も含め、 家族からの相談のみへの対応が

課題となった。 また、 授業への参加が困難となっている背景に、 支援室だけでは扱い切れない複雑

な問題を抱えているケースもあった。 こうしたケースの相談を受けた場合、 合理的配慮としてどのよう

な支援を行うことができるのかに加え、 学内や外部機関とどのように連携していくかも検討すべき課題

の一つとなった。

①学部学科別利用者数

　2023 年度の学部 � 学科別利用学生数を見ると、 心理学部臨床心理学科（ 15 名）、 社会福祉学

部社会福祉学科（ 15 名）、 文学部社会学科（ 10 名） からの来室者が多かった。 入学希望者の数

には受験希望者の数も含まれており、 品川キャンパスでは 12 名、 熊谷キャンパスでは 2 名であった。

また、 卒業生に関しては、 両キャンパス共に 2 名ずつの利用があった。 品川キャンパスでは、 匿名で

の相談や大学院生の利用もあった。 また、 仏教学部は 3 年次より学科に分かれる都合上、 学部全

体で集計した（ 表１）。

２． 障害学生支援活動報告　　（ １） 利用者状況
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②学年別利用者数　

　支援室を利用した学生の学年を見ると、 品川キャンパスでは 1 年生と 2 年生が多くなっており、 熊

谷キャンパスでは 2 年生と 3 年生、 次いで 1 年生が多くなっていた。 品川キャンパスについては、 1

年生の利用が最も多くなっており、 高校からの環境の変化に適応することが困難な様子がうかがえた。

障害学生支援室利用状況の項でも触れたが、 コロナ禍の様々な影響が未だに残っていることも要因

として見受けられた。 また、 2 年生の場合は、 このまま 3 年生に進級できるか否かを心配する声も聞

かれた。 熊谷キャンパスについては、 2022 年度の 1 年生と 2 年生の利用学生が多く、 進級してか

らも継続利用していることが考えられる（ 表２）。

２． 障害学生支援活動報告　　（ １） 利用者状況

表１　学部学科別利用者数

学部 学科 人数

心理学部
臨床心理学科 15

対人 � 社会心理学科 5

法学部 法学科 6

経済学部 経済学科 8

経営学部 経営学科 5

文学部

哲学科 8

史学科 3

社会学科 10

文学科 ： 日本語日本文学専攻コース 4

文学科 ： 英語英米文学専攻コース 7

仏教学部 仏教学科 � 宗学科 5

地球環境科学学部
環境システム学科 7

地理学科 9

社会福祉学部
社会福祉学科 15

子ども教育福祉学科 3

データサイエンス学部 データサイエンス学科 2

大学院 1

その他 1

入学希望者 14

卒業生 4

合計 132

（ 単位 ： 人）

表２　学年別利用者数

入学前 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 大学院 その他 卒業生

品川 14 31 22 11 10 1 1 2

熊谷 2 8 10 14 4 0 0 2

計 16 39 32 25 14 1 1 4

（ 単位 ： 人）
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③障害種別利用者数

　障害別の利用者数では、 両キャンパス共に「 精神障害」 と「 発達障害」 の人数が多かった。 両者

の重複も含めて合計すると、 品川キャンパスは 68 名（ 73.9%）、 熊谷キャンパスは 23 名（ 57.5%）

に上った。 また、 熊谷キャンパスでは身体障害を持つ学生の割合が、 品川キャンパスに比べると多く

なっている。 また、 学生の中には明確な診断はついていないものの、 修学上の困難を訴えるケースも

あった。 これに関連して「 不明」 に該当する学生が 1 割おり、 状態を聞き取りながら必要に応じて医

療機関の利用を促す必要も考えられた（ 表３）。

表３　障害種別利用者数

障害種別 品川キャンパス 熊谷キャンパス

精神障害 32 9

発達障害 27 11

肢体不自由 6 1

聴覚 � 言語障害 0 3

視覚障害 1 4

病弱 � 虚弱 2 1

その他の障害 3 3

精神障害 � 発達障害 9 3

肢体不自由 � 聴覚 � 言語障害 0 0

肢体不自由 � 精神障害 0 0

肢体不自由 � 発達障害 1 0

視覚障害 � 精神障害 0 1

発達障害 � 病弱 � 虚弱 0 1

不明 11 3

計 92 40

（ 単位 ： 人）

２． 障害学生支援活動報告　　（ １） 利用者状況
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④月別利用件数

　月別の利用状況を見ると、 両キャンパス共に 4 月の件数が最も多くなっていた。 4 月は新入生から

の相談が多くなる時期であり、 在校生であっても履修や授業に参加する上での配慮に関する相談が

あった。 こうした相談に対応するために、 学生によっては頻回に来室を促す場合もあり、 最も件数が

多くなっていると考えられる。 また、 長期休みとなる 8 月と 2 月は昨年度に引き続き、 支援件数が少

なくなる時期だったが、 品川キャンパスでは 2 月の件数が多くなっていた。 これは長期休みでも定期

的に来室する学生が増えたことが背景にある。 また、 この時期から新年度に向けた問い合わせも徐々

に見られた（ 図 1、 2）。
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図１　品川キャンパス月別利用件数

図２　熊谷キャンパス月別利用件数

２． 障害学生支援活動報告　　（ １） 利用者状況
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⑤対応別利用件数

　2023 年度の支援件数は、 品川キャンパスで 711 件、 熊谷キャンパスで 781 件、 合計 1,492 件 

となった。 2022 年度の 1266 件から 197 件、 割合にして 15% 程増加した。 両キャンパス共に学

生やその家族からの「 問い合わせ」 と「 修学相談」 が多く、 合計すると品川キャンパスが 508 件

（ 71.4%）、 熊谷キャンパスが 473 件（ 60.6%） であった。 2022 年度も件数や割合は異なるもの

の、 同様の傾向となっており、 依然として支援の大半は学生や家族への対応が占めていた。 また、

教職員への「 情報提供�連絡」 と「 情報共有会議�連携」 が品川キャンパスで 110 件（ 15.5%）、

熊谷キャンパスで 121 件（ 15.5%） となっていた。 これは学生や家族への対応の次に多い項目で 

あり、 修学支援を進めるためには教職員との連携が不可欠なことが改めて認識された。 さらに、

2022 年度は対面授業が再開するに伴い、「 一時休憩支援（ 休憩 + 相談）」 と「 一時休憩所の 

提供」 の件数が増加したが、 2023 年度も品川キャンパスで 51 件、 熊谷キャンパスで 71 件と引き

続き増加の傾向が見られた。

　上記に加えて熊谷キャンパスでは、 品川キャンパスに比べ、 支援学生からの「 問合せ � 連絡」 と 

「 打ち合わせ � 相談」 の対応が多かった。 これは視覚障害を持つ学生への誘導支援や、 聴覚障害を

持つ学生へのノートテイク支援に協力する学生に関連した項目であり、 ノートテイクなどの実績を確認

するための書類、 謝礼に関する問い合わせや連絡が主となっていた。 同時に、 支援学生が障害を持

つ学生との関わり方について悩むことも少なくなく、 関係調整などについて相談があった。

　なお、「 その他」 の項目には、 障害者手帳や診断書の受理、 キャンセルの対応などが含まれている 

（ 表 4）。

表４　対応種別利用件数

対応種類 品川 熊谷 合計

問合せ 251 134 385

修学相談 257 339 596

情報提供 � 連絡 87 85 172

情報共有会議 � 連携 23 36 59

一時休憩支援（ 休憩 + 相談） 12 23 35

一時休憩場所の提供 39 48 87

（ 学外者） 学外との連携（ 保護者は除く） 10 8 18

（ 支援学生） 問合せ � 連絡 3 10 13

（ 支援学生） 打合せ � 相談 1 19 20

その他 28 79 107

合計 711 781 1,492

（ 単位 ： 件）

２． 障害学生支援活動報告　　（ １） 利用者状況
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（ ２） 障害別支援活動

１） 肢体不自由に関する支援

●品川キャンパス

　肢体不自由に関しては、 下肢障害、 上肢障害の学生の支援を行った。 下肢障害に関しては、 学内

での教室間移動に関するニーズがあったが、 自治体の支援機関と連携を取り、 支援を行った。 上肢

障害に関しては、 試験時のパソコン利用、 試験時間の延長、 レポートの締め切り延長を行った。 また、

車イス利用の学生の支援について自治体と情報共有および連携を行った。

●熊谷キャンパス

　歩行が不安定な上下肢障害の学生について、 支援室から教室までの移動支援のニーズがあったた

め同行し、 見守りと転倒の防止に努めた。 また、 授業後支援室での一時休憩利用があった。

２． 障害学生支援活動報告　　（ ２） 障害別支援活動
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２） 聴覚障害に関する支援

●品川キャンパス

　品川キャンパスにおいては、 支援室を利用した聴覚障害を有する学生はいなかった。

●熊谷キャンパス

　熊谷キャンパスでは 2023 年度、 聴覚障害のある新入生の入学はなかった。 ノートテイカー募集の

ため、 前年度 3 月の在校生ガイダンス期間中に説明会を実施し、 授業開始に合わせて各授業で支

援学生の配置調整を行った。 聴覚障害のある学生の学年があがり履修する授業数が少なくなったも

のの、 すべての科目について 2 名のノートテイカーを配置することができず、 追加募集をしてもなお、

1 名のみ、 あるいは支援学生をつけることができない科目があった。 また、 ノートテイクに協力してく

れる学生の大半が３、 4 年生のため、 支援学生が実習で不在となる期間は支援に入れず、 その間の

代理のノートテイカーが見つからないこともあった。 ノートテイカーが見つからない場合、 授業担当教

員に専用マイクを装着してもらい、 UD トークによる音声文字変換を使用して受講してもらわざるを得

ないこともあった。 登録しているノートテイカーそのものの人数が少ないこと、 加えて説明会や講習会

に参加した学生についても、 支援にかかわりたい気持ちがあるが、 自分の授業と重なっていてサポー

トに入れないというケースもあった。 ノートテイカーに登録してくれる学生数そのものが不足しており、

特に受講科目が多い１、 2 年生では登録者が少なく、 長期にわたって支援に関われる学生が少ない

など、 支援学生の確保と安定した支援体制の構築が大きな課題である。 一方、 ゼミや演習の科目に

ついては、 大学院生や同じ授業を受講する学生により、 障害ある学生をサポートすることができた。

　また、 受講生同士の意見交換を中心に進められる授業において、 UD トークを用いて聴覚障害学生

が参加できるよう、 機器の設定や操作に関するサポートを行った。 具体的には、 専用マイクを使って

学生に発言してもらい、 音声認識により生成された文字を教室内のスクリーンに表示することで、 聴

覚障害のある学生にも即座に発言内容を共有することができた。 また、聴覚障害のある学生が UD トー

クのアプリに文字を入力することで意見を述べたり、 他の学生と意見交換を行うことができた。

　通常授業のほか、 実習報告会や卒業研究発表会の情報保障に関する調整も行った。 実習報告会

については、 学生からの要望もあり、 学部と相談の上手話通訳の手配を行った。 卒業研究発表会の

情報保障は、 指導教員と連携し、 ゼミの所属学生全員の協力のもとで行うことができた。 支援機器

の使用方法の説明は支援室スタッフが担い、 担当教員とゼミ生とで当日の担当者の配置を決定して

支援にあたった。

　このほか、 聴覚障害のある学生の資格取得対策講座の受講や、 災害ボランティア講座への参加に

伴い、 担当部署へ支援に関するコンサルテーションを行った。

２． 障害学生支援活動報告　　（ ２） 障害別支援活動
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２． 障害学生支援活動報告　　（ ２） 障害別支援活動

３） 視覚障害に関する支援

●品川キャンパス

　品川キャンパスでは、 年度中の視覚障害学生の来室はなかったが、 教員から視覚障害学生への過

去の支援実績に関する問い合わせが一件あり回答した。

●熊谷キャンパス

　熊谷キャンパスでは、 ２０２３年度、 在校生 2 名に加え、 新たに全盲の学生の入学があり、 3 名の

視覚障害学生が在籍することとなった。 誘導支援の希望が出されていた学生については、 友人による

支援で足りないところについて、 誘導を行う支援学生の募集を行った。 誘導支援の希望がない学生

については、 一人で学内移動を行うにあたり、 事前に場所や経路の確認を行うため下見に同行した。

　新学期の支援として、 健康診断について保健室と連携し、 他の学生の健診が始まる前に視覚障害

のある学生が健診を受けられるよう調整し、 会場への誘導支援も行った。 また、 履修登録に関しては、

学部と連携し、 受講する科目の選定、 履修登録や履修変更の手続きに関する支援、 履修科目の担

当教員へのコンサルテーションを行った。 授業開始直後は、 学生から要望があり、 教室への誘導支

援を行うこともあったが、 場所を記憶してからは学生だけで移動することができるようになった。

　このほか、 講義で使用する教科書や参考図書のテキストデータ化に関して大学図書館と連携し、 学

生が円滑なサービス利用ができるよう支援した。  また、 すでにデータ化されていたり、 授業の担当教

員の作成した教科書については、 教員や関係部署にデータの提供を依頼した。 また、 授業内で配布

される紙媒体の資料について、 読み上げを依頼されることもあり対応した。

　試験配慮としては、 音声読み上げソフトを使用した PC 受験の許可、 試験時間 1.5 倍の延長の対

応を行った。 視覚障害のある学生の試験問題作成に関しては、 前年度視覚障害のある学生から出さ

れた意見をもとに、 教員向けの問題作成の手引きを改定した。
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４） 病弱 ・ 虚弱に関する支援

●品川キャンパス

　病弱虚弱の学生に関しては、 品川キャンパスでは、 甲状腺疾患、 糖尿病の学生への支援を行った。

甲状腺疾患に関しては、 教員に説明を行い、 体調の変動に関して理解を促した。 糖尿病に関しては、

就職に関する相談を行った。

●熊谷キャンパス

　学期はじめに甲状腺疾患に関連して学生から相談があり、 学部教員、 学部事務室と情報共有して

修学状況を把握していた。 その後具体的な修学上のニーズがなかったため、 特別な対応は必要とな

らなかった。

２． 障害学生支援活動報告　　（ ２） 障害別支援活動
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５） 精神 ・ 発達障害に関する支援

　●品川キャンパス

　発達障害または精神障害のある学生については、 それぞれの学生のニーズに応じて、 学期ごとに本

人らの無理のない範囲で履修可能な履修計画の支援、 試験時の時間延長や別室受験、 提出物の締

め切り延長、 座席配慮などの調整を行った。 また自己管理を苦手とする学生には、 通年を通して定

期的な来談によりスケジュール管理支援を行った。

●熊谷キャンパス

　発達障害のある学生については、 所属学部とともに履修計画作成の支援を行った。 受講上の配慮

としては、 板書の撮影許可や録音の許可、 授業内の提出物について、 授業時間内にまとめられない

場合の後日提出、 書字の困難さがある場合には PC で作成しデータで提出するなどの対応が受けら

れるよう、 教育的配慮文書の作成 � 発行を行い、 科目担当の教員とスムーズに相談ができるよう支

援した。 このような学生たちの背景には、 たくさんの情報から必要なものを探すのが苦手、 優先順位

をつけて計画的にすすめるのが難しい、 話を聞きながらノートを取るなどの同時処理が困難などの特

性が影響している。

　また、 発達障害のある学生については、 スケジュール管理や情報取得のサポートも必要な場合が多

いため、 定期的に面談を行い、 ポータルサイトを一緒に確認したり、 課題の提出期限や提出状況を

確認したりするなどの支援を行った。 しかし、 課題作成上の困難さが語られない学生については、 期

限の確認はできても、 実際には課題に沿ったレポートが作成できていない、 文章量が足りないなどに

よって単位取得につながらないケースがあった。 レポート作成等課題遂行に関する支援については、

本人の支援要請も必要だが、 仮に支援要請があったとしても支援室で対応できないものあり、 授業

担当教員との連携が必要である。

　試験時配慮としては、PC 受験の許可、試験時間の延長の対応を行った。 科目担当者の判断により、

代替レポートによる評価への変更がなされたものもあった。

　精神障害のある学生については、 ゼミ担当教員、 家族、 保健室等との連携のもと本人の状況を把

握するよう努めた。 治療により体調の不安定さがありながらも、 授業への出席を継続できたケースに

ついては、 体調悪化の際には担当教員と連携し、 代替課題などでの対応を行った。

２． 障害学生支援活動報告　　（ ２） 障害別支援活動
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（ ３） 障害理解啓発活動

１） FD 研修会　

　「 障害ある学生の修学支援に関する検討会報告 （ 第三次まとめ） を踏まえた授業における障害学生支援」

①研修概要

　2023 年度障害学生支援に関する FD 研修は、 本学障害学生支援室の現室長である濵畑芳和が

担当した。 本研修は 2024 年 3 月 19 ～ 31 日の間にオンデマンド方式で動画を配信し、 各教職員

が個別に視聴できる形を取った。 品川キャンパスと熊谷キャンパスで参加者の合計は 23 名だった。

　文部科学省では 2023 年度に「 障害のある学生の修学支援に関する検討会」 が開催され、 そこ

での検討結果が 2024 年 3 月に「 障害のある学生の修学支援に関する検討会報告（ 以下、 第三

次まとめ）」として取りまとめられた。 本研修は、同検討会の第 10 回で共有されている「 第三次まとめ」

の中でも、 授業における合理的配慮について共有し、 それぞれの授業において障害のある学生に対

する修学支援を行う際のポイントについて解説することを趣旨とした。 その上で、 ①「 修学支援におけ

る合理的配慮とは」、 ②「 第三次まとめで提起された課題」、 ③「 授業科目ごとの合理的配慮の提供」

が話題として挙げられた。

　①では修学支援における合理的配慮に関連する用語の定義を紹介し、 合理的配慮とそれを提供す

る上で建設的対話の重要性が説かれた。 まず、 合理的配慮を提供する際のポイントとして、 他の学

生との公平性や画一的な対応を避けるために個別に配慮内容を検討することが強調された。 建設的

対話を行うには、 障害学生本人や大学が一方的に意見や要望を述べるのではなく、 対話を通じて相

互理解に努めることが挙げられた。 また、 学生本人の意思を尊重しつつも、 必ずしも自らのニーズを

正確に把握 � 説明できるとは限らず、 対話を通じた自己理解も重視する点を解説した。

　②では提起された課題について、 その項目と概略が紹介された。 紹介する中で本学おいて既に取り

組んでいるもの、 本学においても取り組みが遅れているものがある旨が説明された。 特に、 合理的配

慮の内容決定の長期化などの「 合理的配慮の提供における諸課題に関すること」 は、 ③「 授業科目

ごとの合理的配慮の提供」 と関連して、常々本学でも課題になっている点が取り上げられた。 また、「 大

学等と国 � 地域 � 企業 � 民間団体等との連携に関すること」 は、 今後障害学生支援室の強化を図り

ながら取り組むことも検討していると説明された。 さらに、「 障害のある学生の就職等の支援に関する

こと」 では、 本学のキャリアサポートセンターと障害学生支援室が共同で行っていることが挙げられた。

　③では大学レベル、 課程レベル、 科目レベルでの合理的配慮の提供について取り上げ、 それらの

中でも科目レベルでの対応や配慮を行う際の注意点に重点が置かれた。 定められた個々の授業の到

達目標や評価基準を変えない範囲で、 授業の実施方法や成績評価方法を柔軟に変更 � 調整するこ

２． 障害学生支援活動報告　　（ ３） 障害理解啓発活動



17

表５　研修の役立ち度に関する回答結果

⑤直ぐに

役に立つ

④今後、

役に立つ

③どちらとも

言えない

②直ぐには

役に立たない

①全く

役に立たない

6 14 3 0 0

表６　研修会の理解度に関する回答結果

⑤とても

理解しやすかった

④理解

しやすかった

③どちらとも

言えない

②やや理解

しにくかった

①理解

しにくかった

5 16 2 0 0

（ 単位 ： 人）

（ 単位 ： 人）

とが担当教員に求められると説明があった。 こうした点から、 例えば、 障害のある学生を対象に、 障

害があることののみを理由として加点するようなことは、 配慮としては不適切に該当することが強調さ

れた。 また、 科目レベルでの調整 � 変更は担当教員以外で判断 � 決定できるものではなく、 どのよ

うな対応をするかの最終的な判断は担当教員に委ねられると注意もされた。 そのため、 改めて建設的

対話の必要性が挙げられた。

　合理的配慮を提供する上での障害学生支援室の役割にも触れられた。 配慮の具体的な内容につい

ては各教員の判断になるものの、 障害学生支援室では適切な配慮に関する相談 � 助言を行っている

と説明された。 加えて、 診断書など根拠資料を持っていない学生から相談を受けた際、 必要に応じて

その学生の状態を記載した情報提供書を発行する役割も挙げられた。 さらに、 定期試験時の配慮に

ついても、 本人の申し出に基づき障害学生支援室から関係部署へ連絡 � 調整を行っていると言及さ

れた。

②研修のアンケート結果

　本研修のアンケートを集計したところ、 研修会の役立ち度について「 ⑤直ぐに役に立つ」 と「 ④今

後、役に立つ」 の合計が 20 名と、今後の障害学生支援する際の一助となる可能性が示された。 また、

研修会の理解度について　 「 ⑤とても理解しやすかった」 と　「 ④理解しやすかった」 の合計が 21 名と

なっており、 実際に多種多様な学生に接している教職員にとって、 イメージもしやすい内容だったと考

えられた。 一方で、 自由記述では本大学での具体的な取り組みの他、 事例の紹介を要望する意見も

あった。 大まかな方針や考えは理解できたとしても、 どう対応すれば良いのか対応に苦慮している様

子がうかがえた。 確かに、 配慮の最終的な判断は担当教員に委ねられるものの、 適切な配慮を決め

る過程で教職員と密な連携を図っていく必要を改めて認識した。 同時に、 こうした研修をより充実させ

ていくことも課題である（ 表５、 ６）。

２． 障害学生支援活動報告　　（ ３） 障害理解啓発活動
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【 資料】

２． 障害学生支援活動報告　　（ ３） 障害理解啓発活動
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２） ガイダンス

　新入生対象に 4 月の学生生活ガイダンスにおいて、 下記の資料によりオンラインで障害学生支援

室の紹介を行った。

【 資料】

２． 障害学生支援活動報告　　（ ３） 障害理解啓発活動
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３） 初年次教育

　2023 年度は仏教学部、 社会福祉学部より依頼を受けて、 コーディネーターが講演を行った。 学

部により内容に若干の差はあるが、 障害のとらえ方のほか、 様々な障害種別による修学上の困難さ、

障害者差別解消法と合理的配慮について説明した。 以下、 仏教学部の学修の基礎Ⅰで使用した資

料を掲載する。

日付 科目名 学部 � 学科 人数 対応者

2023/6/14 学修の基礎Ⅰ 仏教学部 63 名 高木、 君塚

2023/6/23 学修の基礎Ⅰ
社会福祉学部

社会福祉学科
118 名 森下、 佐々木

【 資料】

２． 障害学生支援活動報告　　（ ３） 障害理解啓発活動
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２． 障害学生支援活動報告　　（ ３） 障害理解啓発活動
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２． 障害学生支援活動報告　　（ ３） 障害理解啓発活動

4） 実習指導

　心理学部、 心理学研究科からの依頼に基づき、 以下の授業にて、 障害理解に関する講演および質

疑応答を行った。

講義名称 実習生 実習日 実習内容

心理実習
立正大学心理学部 4 年生

34 名
2023/5/31

講義および事例検討を通して、 障害学

生支援の実際を学ぶ。

臨床心理実習Ⅰ

（ 心理実践実習Ⅱ）

立正大学大学院心理学

研究科心理学専攻　7 名
2023/6/14

事前にオンデマンド等の資料を提供し、

当日質疑 � 応答に対応した。 また支

援グッズや支援機器の体験をした。

5） 啓発グッズ

　障害学生支援室について知ってもらうことと同時に、 障害に対する理解促進のため、 グッズを作成し

ている。 2023 年度新たに作成したグッズではないが、 過去に作成したものを学内で配布した。

*Uni-Voiceとは、 印刷物の文字情報を2次元コードに変換した

ものです。

　音声コード（ Uni-Voice） は、 スマートフォン、 携帯電話や専用

読取り装置で情報を音声にすることができます。

*視覚障害のある方などへの情報ツールとしても役立っています。

　触覚によりコードの位置が見つけられるように、 右下部分に切り

欠きが入っています。

【 音声コード（ Uni-Voice） 付クリアファイル】 【 付箋】

裏面 ：見分けやすい色、 見分けしにくい色の組

み合わせを紹介（ ユニバーサルデザインから）
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（ ４） 研修会等への参加

　品川 � 熊谷両キャンパスのスタッフが参加した研修会は、 上記に記載した通りである。

　2023/7/4-7/5 の JASSO　障害学生支援実務者育成研修会は、 オンラインで他大学の支援者と

情報交換を行った。

　2023/9/7-9/8 の AHEAD JAPAN　CONFERENCE2023 は、 立命館大学大阪いばらきキャン

パスにて行われた。 講演では、玉木幸則氏（ NHK　E テレ「 バリバラ」 レギュラー） が登壇し、ソーシャ

ルインクルージョンを勧めるための高等教育支援について語られた。 高等教育機関における障害学生

支援における障害学生支援の体制整備については、 関西大学の神藤典子氏、 大阪大学の望月直人

氏により、 管理職の取り組みが重要であることが語られた。「 高等教育の質保証×障害学生の合理的

配慮」 という講演では、 筑波大学の佐々木銀河氏、 立命館大学の中島英博氏、 長崎大学のピーター�

バーニック氏により、 大学のディプロマ � ポリシー（ 卒業認定の方針）、 アドミッション � ポリシー（ 入

学者受け入れの方針）、 カリキュラム � ポリシー（ 教育課程実施の方針） を具体的に定めることの重

要性が示された。 たとえば、 障害のある学生が、 高等教育機関に入学したものの、 修学における基

準（ 上記のアドミッション � ポリシー等） が明確化されていなかったために、 資格の取得が難しいこと

がわかったり、 配慮や環境調整が難航することがある。 こうした場合に、 テクニカル � スタンダードが

重要となることが指摘された。 加えて、 米国では、 テクニカル � スタンダードが具体的に示されている

訪問日 場所 研修会等名 参加者 受講方法

2023/7/4，5 オンライン
JASSO　障害学生支援

実務者育成研修会
君塚 オンライン

2023/9/7，8 立命館大学

AHEAD JAPAN 

CONFERENCE 2023

（ 第 9 回全国大会）

濵畑、 高木、

森下、 佐々木、

君塚、 遠藤、 戸張

対面

2023/10/12
港区立障害保健

福祉センター

発達障害のある学生への支援

～よくあるエピソードから考える～
高木、 君塚、 遠藤 対面

2023/10/17 オンライン開催

筑波大 BHEFD/SD 研修会

「 高等教育機関における

合理的配慮の正しい理解」

森下、 佐々木 オンライン

2023/12/12 オンライン開催

HEAP「 精神障害学生の

修学を支えるために大学等

の教職員ができること」

佐々木 オンライン

2024/2/15
本学熊谷

キャンパス
ケース検討会

高木、 森下、 佐々木、

君塚、 遠藤
対面

２． 障害学生支援活動報告　　（ ４） 研修会等への参加



33

ことが語られた。 たとえば、 看護師のテクニカル � スタンダードは、「 長時間勤務が可能である」 など

が挙げられる。 テクニカル � スタンダードは、 具体的な到達目標や評価基準であり、 欠格事項的なも

のになってしまわないようにするのも注意が必要である。 テクニカル � スタンダードを満たしていないか

らといって、 障害学生を排除するようなものになってはいけない。 テクニカル � スタンダードを土台にし

て、 個々の事例でケースバイケースに合理的配慮の妥当性について決定していく必要があることが示

された。

　港区立障害保健福祉センターにて実施された「 発達障害のある学生への支援～よくあるエピソード

から考える～」 では、 30 名の教職員から事例を募集し、 事例に対して信州大学 � 子どもの心の発達

医学教室の本田秀夫氏から助言が提供された。 例えば、 ASD では体幹の筋力が弱く、 授業中、 長

時間姿勢を支えることが難しいケースが多い。 そのため、 授業中の姿勢の維持に集中すると、 授業

内容に注意が向かなくなることが指摘された。 また、 ADHD では、 些末な忘れ物は多少許容し、 重

要なイベント（ 試験や就活など） は忘れないように、 サポートすることが提案された。

　筑波大学 BHE、 FD ／ SD 研修会では、 放送大学教養学部の川島聡氏により、 法学の視点から、

これまでの障害者差別解消法と改正後の違いについて整理された。

　京都大学高等教育アクセシビリティプラットフォーム（ HEAP） 主催の「 精神障害学生の修学を支え

るために大学等の教職員ができること」 では、 一橋大学保健センターの丸田伯子氏から講演が行わ

れた。 具体的には、 精神障害学生を取り巻く修学支援の現状が語られた後、 支援の障壁とその手立

てを、 グループワークにて話し合った。

　本学の熊谷キャンパスにて実施されたケース検討会では、 秀明大学の島田直子氏より、 対応困難

ケースに関してスーパーバイズが提供された。

２． 障害学生支援活動報告　　（ ４） 研修会等への参加
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（ ５） 学外連携

　2023 年度は、 以下の学外機関と連携を図り、 障害学生の支援を行った。

訪問日 ・ 対応日 場所 ・ 内容 訪問者 ・ 参加者 対応者

2023/4/5
立正大学熊谷キャンパス

手話通訳者派遣
埼玉県聴覚障害情報センター 森下、 佐々木

2023/5/20
立正大学熊谷キャンパス

手話通訳者派遣
埼玉県聴覚障害情報センター 森下、 佐々木

2023/6/29
立正大学熊谷キャンパス

障害学生向けキャリアガイダンス

株式会社イフ　事業推進部事業推進

グループ　キャリアコンサルタント　森氏
森下、 佐々木

2023/7/5
立正大学熊谷キャンパス（ オンライン）

視覚障害学生の修学環境調整について

視覚障害者ライフサポート機構 Viwa

奈良氏
森下

2023/8/2
立正大学熊谷キャンパス

歩導くん（ 点字マット） メンテナンス
錦城護謨岩本氏、 江澤氏 森下

2023/8/9
立正大学品川キャンパス

病院からの情報提供書受託
道玄坂ふじたクリニック 君塚

2023/10/3
立正大学熊谷キャンパス

キャリア相談への同席

熊谷公共職業安定所の就労支援

ナビゲーター加藤氏
森下、 佐々木

2023/12/14

立正大学品川キャンパス

横浜市重度訪問介護利用者大学修学支援事業利用

学生の支援進捗状況確認および卒業後の支援紹介

横浜市健康福祉局障害福祉保健部障害

自立支援課担当者（ 大越氏、 筆氏氏）
高木

2024/1/12
立正大学熊谷キャンパス

立体イメージプリンター設置と使用説明
株式会社 SINKA 岡村氏

森下、 佐々木、

戸張

2024/1/16
立正大学熊谷キャンパス

手話通訳派遣

埼玉県聴覚障害情報センター　

手話通訳士
森下、 佐々木

2024/1/19
立正大学品川キャンパス

障害学生支援協議会にオブザーバー参加

横浜市重度訪問介護利用者大学

修学支援事業担当者　
濵畑

2024/1/24
立正大学品川キャンパス

あけの星学園との面談に同席
あけの星学園　神山氏、 夏目氏 君塚

2024/3/14
立正大学品川キャンパス

千葉リハビリテーションセンターとの情報共有

千葉リハビリテーションセンター　

土屋氏、 岡本氏

高木、 君塚、

遠藤、 饒波

2024/3/27,30
立正大学熊谷キャンパス

手話通訳派遣

埼玉県聴覚障害情報センター　

手話通訳士
森下、 佐々木

２． 障害学生支援活動報告　　（ ５） 学外連携
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３． 障害学生支援関連情報

（ １） 支援機器

●品川キャンパス

　品川キャンパスでは 2021 年度より、 障害学生支援室 � 受付窓口を利用して支援機器の一部を継

続して紹介 � 展示している。

　支援室を利用している学生や教職員が自由に見ることができ、 学生との面談の際など、 実物を見

ながら使用の検討や参考にしている。

●熊谷キャンパス

　熊谷キャンパスでは 2023 年度、 図を多用する講義資料や、 キャンパスマップなどの作成に活用す

る目的で、 立体イメージプリンターを購入した。 簡単な図については、 複雑な作業を必要とせず印刷

が可能であるが、 元の資料によっては印刷までに修正作業が必要になるため、 作業にあたれるスタッ

フの確保が課題である。 現時点では学生からの印刷の要望は多くないため、 簡単な資料については

対応を行った。

３． 障害学生支援関連情報　　（ １） 支援機器

【 立体イメージプリンター】 【 立正大学のマスコットキャラクター

　モラりす　　（ 出力サンプル） 】
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３． 障害学生支援関連情報　　（ １） 支援機器

機器名 用途 領域 所蔵

拡大読書器

オニキスデスクセット HD

紙媒体の資料の文字を拡大し読みやすくする。 また読みやす

いように背景色と文字色を変更することもできる。
視 熊

点字プリンター

EXTRA ESA721
点字の文書や図形の出力ができる。 視 熊

点訳ソフト

Extre for Windows Ver.7
Word 等で作成した文章を点訳できる。 視 熊

スキャナー

Scan snap SV600

書籍を上向きに開いた状態でスキャンすることができるスキャ

ナー。
視 熊

点字ラベラー 付属のソフトを使用して、 点字シールの作成が可能。 視 熊

iPad
UD トークアプリを使用したり、 電子化された資料を拡大して

読むことができる。
視 � 聴 品 � 熊

Apple Pencil iPad と接続し直接手書きの文字を書くことができる。 共 品 � 熊

補聴援助システム

フォナック Roger パスアラウンドマイク

Roger マイリンク

送信機で受け取った音声を、 離れた場所にいても受信機で

受信することができ、 話し手の声を聞き取りやすくできる。
聴 熊

音声認識アプリ UD トーク 音声を文字に変換することができるアプリ。 聴 品 � 熊

iRig2 iPad とロジャーを接続し、UD トークを利用することができる。 聴 熊

ボイスレコーダー

iFLYTEK AI 

SR302 Pro

音声録音のほか、 音声を同時に文字化することが可能。
視 � 聴

� 発
熊

高齢者疑似体験セット 身体の不自由な方の状態を疑似体験することができる。 肢 品 � 熊

Amivoice Front WT01 UD トーク使用の際、 専用マイクとして利用。 聴 熊

トキ � サポ　時っ感タイマー 時間を視覚的にイメージすることで、 見通しをつけやすくする。 発 品 � 熊

Wemo　バンドタイプ
リストバンドのように腕に巻くことができるメモパッド。 繰り返

し文字を書いたり消したりできる。
発 品 � 熊

Wemo　Pad タイプ
スマホの裏に貼れるメモ。 ボールペンで記入したものが消し

ゴムで消せ、 繰り返し使える。
発 熊

　両キャンパスにおける障害学生支援室に所有している主な支援機器の一覧は以下の表の通りで

ある。

主な支援機器一覧 品 ： 品川

熊 ： 熊谷
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３． 障害学生支援関連情報　　（ １） 支援機器

品 ： 品川

熊 ： 熊谷

機器名 用途 領域 所蔵

ノイズキャンセルヘッドホン

Bose QUIETCOMFORT 35 Ⅱ

環境音などの雑音などを遮り、 必要な音のみ聞き取りやすく

する。
発 品 � 熊

ポータブル DVD ドライブ

BUFFARO DVSM-PTV8U3-BKB
障害学生支援に関する DVD の視聴に活用。 共 品 � 熊

ノートパソコン ノートテイクに利用。 聴 品 � 熊

ブギーボード 繰り返し利用できる筆談用の液晶タブレット 聴 品 � 熊

カラーバールーペ
紙媒体の文章を読む際、 読んでいる箇所にマーカーを引い

たように見ることが可能。 同時に文字を拡大できる。
発 品 � 熊

三連折り畳みパーテーション 周りからの視線を遮って過ごしたい時などに利用できる。 精 � 発 熊

車椅子 手動 肢 品 � 熊

JINRIKI QUICK Ⅱ 災害時の車椅子利用者の誘導に利用。 肢 品 � 熊

立体イメージプリンター

Easy Tactix
触図などを作成することができる。 視 熊

指差しシート 聴覚障害のコミュニケーションツール 聴 品 � 熊
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４． 所感

両キャンパスにおける支援

　品川キャンパス、熊谷キャンパス共に精神もしくは発達障害を持つ学生はどの学部にも在籍している。

こうした学生は障害を持っているか、 教職員で把握することが難しく、 相談に繋がっていない可能性も

考えられる。 もちろん、 学生が自身の経験を活用して困難に対処できていることも多く、 相談に訪れ

ていないことが決して悪いわけではない。

　精神障害を持つ学生は、 体調が安定していると言い難い場合も多く、 不調が続くことで欠席が重な

り、 さらに不安を抱える時もある。 また、 薬物療法の副作用や生活リズムの乱れが続くことで、 朝の

起床が難しくなっている場合も見られる。 学生によってはパニック発作が出現することもあり、 例えば

公共交通機関を使った通学そのものに困難を覚える学生もいる。 授業においても、 精神症状故に人

前での発表やグループワークが苦手という訴えも聞かれている。

　発達障害を持つ学生は、 個人が持つ特性によって困りごとも多種多様である。 代表的なものの一つ

としては感覚過敏が挙げられる。 修学上困難となりやすい感覚過敏は、 視覚過敏や聴覚過敏の二つ

である。 視覚過敏の例として、 日光や室内灯を眩しく感じ、 教室にいることが苦痛になってしまう場合

がある。 聴覚過敏では、 僅かな音や自分に関係のない話でも拾ってしまったり、 複数人が発言すると

整理できなくなってしまったりする。 こうした過敏さがある反面、 学生によっては視覚もしくは聴覚情報

だけだと、 口頭での説明や掲示された情報を取りこぼしてしまう。 関連して、 個人の特性によっては長

時間の注意や集中の持続が困難となっている場合もある。

　精神障害を持つ学生への支援と、 発達障害を持つ学生への支援は重なるものも多く見られる。 各

教員へ配慮や調整を依頼する際は精神 � 発達障害問わず、 学生自らが申し出る必要があり、 それを

促す対応は多い。 一方で、 学生一人では心配という訴えもあり、 その場合は支援室のコーディネーター

が同行するといった支援を行う。ただし、この場合もあくまで学生自ら事情を説明することが求められる。

学生によっては感覚過敏や多くの人がいる教室にいることが苦痛だが、 対処方法が分からなくなって

いる場合もある。 そこで授業中での一時退席、 サングラスやイヤホンなどの着用などを提案し、 各教

員に許可がもらえるか相談するよう促している。 こうした授業に関する調整は、 診断書など根拠資料も

必要となる。 根拠資料によって単位が保証されるのではない、 といった注意点を伝えることも支援にお

いては重要である。 他にも、 支援室で定期的な面談を実施し、 コーディネーターと共に課題が出せて

いるかなど確認も行っている。 既に何らかの調整を受けている場合、 こうした定期的な面談が、 今の

内容で問題ないか聞き取るものにもなっている。

　修学支援とは若干異なってしまうものの、 大学内で落ち着ける場所がない時は支援室の一室を休憩

４． 所感　　１年を通して　－精神 � 発達障害に関する支援を中心に－

１年を通して　－精神 ・ 発達障害に関する支援を中心に－　

遠藤 裕史（ 立正大学障害学生支援室）
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場所として貸し出すことも支援の一環として行っている。 体調の悪化が懸念される場合には、 保健室

やカウンセリングルームへ繋ぐ対応もしている。 また、日常生活にも影響が出ているような不調の場合、

まずは休養を優先するよう提案する場合もある。 しかし、 これは学生の希望に沿わないこともあり、 提

案する際の伝え方には難しさがある。

今後の課題や注意点

　精神障害や発達障害は以前に比べると、 よく知られるようになったが、 その障害を抱えるが故に傷

ついた経験がある場合も少なくない。 精神 � 発達障害以外の障害においても学生が抱える困難さを

周囲から理解されず、 精神的な不調やトラブルに発展してしまう可能性を秘めている。

　学生が支援室を訪れる時には、 既に障害によって何らかのトラブルを経験した点を考慮し、 さらなる

傷つき体験を回避するためにも、 丁寧に話を聴く姿勢が求められるだろう。 また、 根拠資料として診

断書の他、 心理検査や知能検査の結果が提出されることも少なくない。 こうした結果は、 数値として

分かりやすい指標が示されるため、 その数値に支援者側が惑わされないような姿勢も必要である。 つ

まり、 数値の高低だけで相手を判断するのではなく、 数値などの結果を出発点として、 本人がどのよ

うなことに困難を感じやすいかを、 話を聴きながら想像していく方がより良い。 さらに、 目の前の学生

にどのような強みがあるのか、 その強みで困難をカバーできるのかを、 必要に応じて一緒に整理し、

考えていく姿勢も重要である。 同時に、 学生本人が検査結果をどのように受け止めているのか、 どの

程度障害受容ができているのかも注目すべき点である。 こうしたことに加えて、 学生や家族から各種

検査について質問がある際は、 原則として元の医療機関などで尋ねるよう促す必要もある。 それらを

解釈して説明することで、 既に受けている説明と齟齬が生じ、 却って学生達に余計な混乱が生じかね

ない。 場合によっては、 通院先などとの信頼関係に悪影響を与えてしまう可能性も考慮した方が良い。

ただし、 学生達が質問したくても、 様々な事情によって先方では対応が困難なこともあり得る。 支援

室で説明する必要がある際は、 伝える内容について吟味することが重要である。

　前述したように、 精神障害や発達障害は様々な媒体を通じて広く知られるようになっている。 その反

面、 本人のやる気や気合の問題という以前からある誤解も未だに残っているような声も聞かれる。 さら

に、 二次障害から来る精神的不調を含め、 通学自体が難しい、 もしくは通学できても授業への出席

が難しいなどの体調の悪化が見られる場合、 何をどこまで合理的配慮として認めるのか頭を悩ませる

問題となっている。 繰り返しとなるが、 支援室や教職員から見れば療養が必要と考えられても、 本人

の希望とは合わない時も少なくない。 合理的配慮の内容を検討するのと同時に、 いかに学生の話を

聴き、 建設的対話を行っていくかが課題となっている。 それを進めるにあたっては、 誰か一人が懸命

になるのではなく、 学生を中心にして関係者 � 関係部署と連携していくことが求められる。

４． 所感　　１年を通して　－精神 � 発達障害に関する支援を中心に－
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５． 利用案内（ パンフレット）

５． 利用案内（ パンフレット）
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６． 執筆要領

１ ． 目　的

　⑴　 立正大学障害学生支援室（ 以下、 支援室） は、 支援室に所属するコーディネーター � 教職員と

その関係する教職員、 実習生の実践 � 研究に関する成果を学内外に発表するため、「 立正大学

障害学生支援室年報」（ 以下、 年報） を発行する。

　⑵　年報の発行は年１回、 年度末とする。

２ ． 投稿論文の内容および文字数

　⑴　論文

　　 障害学生支援に関連する実践 � 研究論文（ 研究論文、 資料論文、 展望論文） は未公刊のもの

とし、 図表等含め、 原則として 18,000 字程度とする。 原稿はワープロを使用し、 Ａ４判に原則

として１行 40 字（ 英文は space を含め約 80 字）、 36 行の横書きとする。 なお、 図表は、 一

頁大で 1,600 字、 半頁大で 800 字、 ４分の１頁大で 400 字に換算すること。

　⑵　実習報告

　　実習生が、 その体験と成果をまとめ報告する。 3,000 字以内とする。

　⑶　コーディネーター � 教職員紹介

　　新任のコーディネーター � 職員は、 自分自身の専門分野を中心に自己紹介の内容を執筆する。

　　1,200 字程度とする。

　⑷　関連情報紹介

　　障害学生支援に必要な情報などを紹介することができる。 1,500 字以内とする。

　⑸　障害学生支援室の活動報告

　　当該年度の支援室における活動について報告、 掲載する。

　⑹　その他

　　支援室会議において掲載が必要とされた場合、 論文あるいは記事を投稿することができる。

３ ． 執筆者

　⑴　 執筆者は、 障害学生支援室コーディネーター � 教職員とその関係者とする。 よって、 障害学生

支援室コーディネーター � 教職員は共著者としても学内外のものを加えることができる。

　⑵　 実習生は、 コーディネーターならびに教員の指導の下、 実践 � 研成究果を論文として投稿するこ

とができる。

　⑶ 　⑴以外であっても、 支援室会議において掲載を認められる場合は、 執筆者となることができる。

６． 執筆要領
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６． 執筆要領

４ ． 文体及び図表

　⑴　 原稿は原則として和文および欧文とする。 和文の場合は、 横書き、 現代仮名遣い、 口語体を原

則とする。 欧文の場合は、 和文に準ずる。

　⑵　 図表を使用する場合は、 原則としてそのまま製版できる形とする。

　⑶　 その他、 執筆で留意すべき点は、 公益社団法人日本心理学会刊行の「 執筆 � 投稿の手引き」

を参照することが望ましい。

５ ． 投稿の申請及び原稿の提出

　⑴　 投稿希望者は、 原則として 10 月末日までに、 支援室会議にて投稿の申請を行う。

　⑵　 原稿の提出に際しては、 完成原稿１部とともに、 電子ファイルを電子媒体にて提出するものとする。

　⑶　 原稿には、 表題、 和文要約、 英文タイトル、 執筆者氏名 � 所属（ 英表記も含む）、 印刷上の注

意事項を記した投稿時の指示をあわせて提出するものとする。 なお、 任意に欧文要約を付記す

ることもできる。

　⑷　 原稿の締め切りは、 原則として発行年度の１月末日までとする。

６ ． 投稿の受理及び編集

　⑴　 投稿の申請及び投稿の受理については支援室会議において検討し、 受理の可否を決定する。

　⑵　 原稿の内容については支援室会議において検討し、 必要に応じて執筆者に修正を求めることが

ある。 ２校以降は原則として責任校了とする。

７ ． 論文の抜刷

　抜刷については、 実費負担とする。

８ ． 立正大学機関リポジトリへの個人投稿

　「 立正大学障害学生支援室年報」 へ掲載される論文を、立正大学機関りポジトリに次の手続きに従っ

て個人投稿することができる。

　⑴　 個人投稿を希望する場合は、 事前にその旨を支援室会議へ報告しなければならない。

　⑵　 支援室会議が個人投稿について検討を必要とした場合は、 当該の論文の著者（ 代表者） と協

議し、 個人投稿の可否を決定する。

　⑶　 支援室会議によって個人投稿が認められた場合は、「 立正大学機関リポジトリへの投稿の流れ」

に従って個人投稿し、 自らの責任において著作権を管理することとする。
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６． 執筆要領

９ ． 著作権

　投稿された論文等の著作権は、 立正大学障害学生支援室に帰属するものとする。

10． 倫理

　立正大学研究倫理委員会要領に準じ、 立正大学心理学研究所研究倫理要領を参照するものとす

る。

11 ． 改正

　本要領を改正する場合には、 支援室会議の承認を得なければならない。

附則

　本要領は、 平成 29 年 4 月 1 日から施行する。



※ 本書に掲載された論文等の著作権および電子化の権利は、 立正大学障害学生支援室

に帰属し、 無断での複製 � 転載を禁じます。
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